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研究動機

• 開発者が TD を申告する方法は２通りあると想定 
- SATD-C：ソースコードコメントによる申告 
- SATD-I ：Issue による申告 
•
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SATD-I の例



Research Question

• RQ1 
- SATD-CとSATD-Iはどの程度対応しているか？ 
• RQ2 
- SATD-Iの種類は？ 
• RQ3 
- SATD-Iが導入される理由は？ 
• RQ4 
- SATDが返済される理由は？
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Issueを分析

アンケート



対象プロジェクト

• GitLab, VScode, Influxdb, Saleor, Server 
- 期間：2018年12月15日～2019年6月15日 
• フィルタリング条件 
- Issue で Technical Debt を扱っている 
- リポジトリのスター数の上位 5,000 件 
- SATD-I が 10 件以上含まれている
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RQ1

• SATD-I であり SATD-C であるものがどの程度含ん
でいるか
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SATD-CとSATD-Iはどの程度対応しているか？

Issue Pull-requests

TD
SATD Detectorを利用し 
変更差分にSATDを示す 
コメントを含んでいるか

SATD-C かどうか判定

（SATD-I）

closed



RQ1
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SATD-CとSATD-Iはどの程度対応しているか？

両方で TD を報告されている数は約３割

pull-requests と結びついている SATD-I の数
SATD-I であり SATD-C である数



RQ2
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SATDの種類は？

SATD-I Type Rate [%]

Design 59.1

UI 10.1

Tests 8.7

Performance 8

Infrastructure 6.3

Documentation 4.2

Code style 2.8

Build 1.4

Security 1.1

Requirements 1.1

Design Type Rate [%]

Complex code 43.8

Architecture 33.7

Clean up 18.9

Code duplication 3.5

・設計の SATD が一番多い 
・メソッドの実装不十分 
・パッケージ構成不十分



アンケート
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RQ3

• 約44%がリリースを早めるためにSATD-Iを利用 
• 約33%がのちにTDを確認してラベルを付与
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SATD-Iが導入される理由は？



RQ4

• 返済理由 
- TD の利息を減らすため 
- コードの整備 

• TD が与える保守の問題 
- 開発の妨げ 
- 余分なコスト 
- コード理解の複雑化
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SATD-Iが返済される理由は？



まとめ

• SATD-Iについて分析調査 
- SATD は Issue とソースコードコメントのどちらか一
方で報告する場合が多い 

- SATD-I は設計関連が一番多い 
- SATD を導入する理由はリリースや後付け 
- SATD を返済する理由は利息の低減やコード整備
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